
専門領域単位修得証明制度概要 2023 
 
【目的】 
専門領域単位修得証明制度は、博士前期課程の在学中に特定の領域に関して身につけた専門的な

知識・技能を修了時に証明する仕組みです。現在、以下に示した領域についてこの制度に基づく

証明書の発行を行っています。この証明書によって修了生は学修の成果を具体的に示すことがで

きるので、キャリア形成に役立てることができます。キャリア・プログラムが幅広い知識・技能

の学修を目的としているのに対して、本制度ではより専門的な知識・技能の学修を前提としてい

ます。 
 
【領域】 
本制度の対象となる領域と発行される証明書の名称は以下のとおりです。 
 

1. 英語教育学 専門領域「英語教育学」単位修得証明書 
 Specialization Certificate in Teaching English as a Foreign 

Language 
2. 日英通訳翻訳実践 専門領域「日英通訳翻訳実践」単位修得証明書 
 Specialization Certificate in Japanese-English Interpreting 

and Translation 
3. 日本語教育学 専門領域「日本語教育学」単位修得証明書 
 Specialization Certificate in Teaching Japanese to Speakers of 

Other Languages 
 
【証明に必要な要件】 
1. 単位：必要な単位数はいずれの領域も合計 12 単位以上です。単位修得証明の対象となる科

目は領域ごとに別表で定めています。 
2. 成績：専門性を担保するため、単位修得証明のために履修した科目のうち少なくとも 3 科目

の成績が「A」であることを必要とします。 
3. 修士論文・修士研究：修士論文・修士研究のテーマについての条件は領域ごとに以下のよう

に定められています。 
英語教育学 テーマは英語教育学に関わるものであること 
日英通訳翻訳実践 テーマは日英通訳翻訳に関わるものであること 
日本語教育学 テーマは日本語教育学研究、日本語学研究、日本語文学・文化研

究、日本社会研究に関わるものであること 
 

【申請手続き】 
1. 証明書の修得を目指す学生は、なるべく早い段階で主任指導教員・専門領域責任教員に事前

相談をしてください。 
2. 修了が見込まれる学期末の成績が確定した時点で、成績証明書と専門領域単位修得証明書交

付願を専門領域責任教員に提出して確認を得てください。交付願の確認が得られたら、交付

願受付期間中に教務課に提出してください。 
（交付願受付期間）  

３月修了：２月下旬～３月初旬 

９月修了：８月中旬～８月下旬 

※春学期の成績公開、秋学期の成績公開の後を予定しています。 

 
（専門領域責任教員） 

◆英 語 教 育 学：吉冨 朝子 
◆日英通訳翻訳実践：内藤 稔 
◆日 本 語 教 育 学：鈴木 智美（３月修了）、工藤 嘉名子（９月修了） 

3. 証明書の発行は修了時 1 回のみです。 
（原則として 3 月修了の場合は 3 月、9 月修了の場合は 9 月） 

 
【留意事項】 
1. 年度をまたいで同一の時間割コードの単位を修得した場合、重複して本制度の単位に含める

ことはできません。（重複履修が認められている科目を除く。） 
2. 先取り履修制度で修得し大学院入学後に認定された科目が、本制度の対象科目となる場合は、

本制度の単位に含めることができます。 
3. 他大学院で修得（入学前の既修得単位・単位互換制度・留学で修得した単位等）し本学の単

位として認定された科目は、本制度の単位に含めることはできません。 
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専攻 コース 時間割コード 科目名 単位数 開講学期 担当教員 備考

世界言語社会 言語文化 509005 　　　英語学・英語教育学研究５ 2 春学期 根岸  雅史
世界言語社会 言語文化 509006 　　　英語学・英語教育学研究６ 2 夏学期 根岸  雅史 「英語・英語教育学１１」（澤木）（２０２１年度まで）といずれか2単位のみ対象
世界言語社会 言語文化 509007 　　　英語学・英語教育学研究７ 2 春学期 吉冨  朝子
世界言語社会 言語文化 509008 　　　英語学・英語教育学研究８ 2 秋学期 吉冨  朝子
世界言語社会 言語文化 509009 　　　英語学・英語教育学研究９ 2 春学期 投野  由紀夫 「英語・英語教育学１１」（石井）といずれか2単位のみ対象
世界言語社会 言語文化 509010 　　　英語学・英語教育学研究１０ 2 秋学期 投野  由紀夫 「英語・英語教育学１２」（石井）といずれか2単位のみ対象
世界言語社会 言語文化 500011 　　　英語学・英語教育学研究１１ 2 春学期 石井  康毅 「英語・英語教育学９」（投野）といずれか2単位のみ対象
世界言語社会 言語文化 500012 　　　英語学・英語教育学研究１２ 2 秋学期 石井  康毅 「英語・英語教育学１０」（投野）といずれか2単位のみ対象
世界言語社会 言語文化 500031 　　　英語学・英語教育学研究１１ 2 春学期 周  育佳

世界言語社会 言語文化 500021 　　　英語学・英語教育学研究１１ 2 夏学期
工藤洋路(2021)
土方裕子(2022)

※2021年度・2022年度で重複履修可

世界言語社会 言語文化 500023 　　　英語学・英語教育学研究１１ 2 夏学期 臼倉美里

世界言語社会 言語文化 500024
　英語学・英語教育学研究１２
　英語学・英語教育学研究１１(2022)
　英語学・英語教育学研究１２(2023)
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秋学期(2021)
春学期(2022)
冬学期(2023)

内原卓海(2021)
マシューズ(2022)
鈴木祐一(2023)

※2021年度・2022年度・2023年度の重複履修可

世界言語社会 言語文化
500041

(2021年度まで）
　　　英語学・英語教育学研究１１ 2 夏学期 澤木泰代 「英語・英語教育学６」（根岸）といずれか2単位のみ対象

世界言語社会 言語文化
500052

(2022年度から）
　　　英語学・英語教育学研究１２ 2 秋学期 周  育佳

世界言語社会 言語文化 500025 　　　英語学・英語教育学研究１２ 2 秋学期 保田幸子

専攻 コース 時間割コード 科目名 単位数 開講学期 担当教員 備考

世界言語社会 言語文化 501001 通訳翻訳実践研究１ 2 夏学期 河原  清志 １年次向け

世界言語社会 言語文化 501002 通訳翻訳実践研究２ 2 夏学期 高橋　絹子 １年次向け

世界言語社会 言語文化 501011 通訳翻訳実践研究１ 2 春学期 奥山　奈穂子 １年次向け【英日逐次通訳演習】

世界言語社会 言語文化 501012 通訳翻訳実践研究２ 2 秋学期 奥山　奈穂子 １年次向け【英日逐次通訳演習】

世界言語社会 言語文化 501021 通訳翻訳実践研究１ 2 春学期 大竹　純子 １年次向け【日英逐次通訳演習】

世界言語社会 言語文化 501022 通訳翻訳実践研究２ 2 秋学期 大竹　純子 １年次向け【日英逐次通訳演習】

世界言語社会 言語文化 501031 通訳翻訳実践研究１ 2 春学期 西畑　香里 ２年次向け【英日同時通訳演習】

世界言語社会 言語文化 501032 通訳翻訳実践研究２ 2 秋学期 西畑　香里 ２年次向け【英日同時通訳演習】

世界言語社会 言語文化 501051 通訳翻訳実践研究１ 2 春学期 大竹　純子 ２年次向け【日英同時通訳演習】

世界言語社会 言語文化 501052 通訳翻訳実践研究２ 2 秋学期 大竹　純子 ２年次向け【日英同時通訳演習】

＜2022年度および2023年度 英語教育学領域単位修得証明対象科目一覧＞

単位の修得要件：下記の科目より、合計12単位以上を修得すること。

＜2022年度および2023年度 日英通訳翻訳実践領域単位修得証明対象科目一覧＞

単位の修得要件：下記の科目より、日英逐次通訳演習、英日逐次通訳演習各４単位から成る計8単位、ならびに日英同時通訳演習あるいは英日同時通訳演習計４単位を含む、合計12単位以上を修得するこ
と。



2022年度
専攻 時間割コード 科目名 授業題目 単位数 開講学期 担当教員 備考

国際日本専攻 530201 日本語教育学研究１ 応用言語学における質的アプローチ  2 春学期 海野  多枝
国際日本専攻 530202 日本語教育学研究２ 学習者オートノミーと第二言語習得  2 秋学期 海野  多枝
国際日本専攻 530212 日本語教育学研究２ 構文・語彙の意味論  2 秋学期 鈴木  智美
国際日本専攻 530221 日本語教育学研究１ 第二言語習得と教室指導  2 春学期 石澤　徹
国際日本専攻 530222 日本語教育学研究２ 日本語教育のための会話研究  2 秋学期 大津　友美
国際日本専攻 530231 日本語教育学研究１ 言語学習・言語教育の心理  2 春学期 阿部　新
国際日本専攻 530232 日本語教育学研究２ 言語学習者の心理  2 秋学期 阿部　新
国際日本専攻 530242 日本語教育学研究２ 第二言語習得理論とフィードバック研究  2 秋学期 伊東　克洋
国際日本専攻 530252 日本語教育学研究２ コーパスに基づく日本語教育研究  2 秋学期 伊集院　郁子
国際日本専攻 530261 日本語教育学研究１ 日本語リーディング・プロセス分析  2 春学期 鈴木　美加
国際日本専攻 530262 日本語教育学研究２ 日本語の言語要素の特徴とその処理プロセスの検討  2 秋学期 鈴木　美加
国際日本専攻 530272 日本語教育学研究２ 日本語音声の分析  2 秋学期 伊達　宏子
国際日本専攻 530282 日本語教育学研究２ 認知言語学  2 秋学期 荒川  洋平
国際日本専攻 530291 日本語教育学研究１ 多文化共生関連の研究読解  2 春学期 嶋原　耕一
国際日本専攻 530292 日本語教育学研究２ 会話のマルチモーダル分析入門  2 秋学期 嶋原　耕一
国際日本専攻 530301 日本語教育実践研究１ 実習Bーインターネット日本語教育実習  2 春学期 林 俊成
国際日本専攻 530311 日本語教育実践研究１ 日本語教育の実践に向けて  2 春学期 谷口  龍子
国際日本専攻 530312 日本語教育実践研究２ 実習C－日本語教育の実践  2 秋学期 谷口  龍子
国際日本専攻 530313 日本語教育実践研究２ 実習C－日本語教育の実践  2 冬学期 谷口  龍子
国際日本専攻 530321 日本語教育実践研究２ 日本語教育方法論  2 秋学期 石澤　徹
国際日本専攻 530323 日本語教育実践研究２ 実習A－日本語教育実践研究  2 冬学期 石澤　徹
国際日本専攻 530331 日本語教育実践研究１ 日本語教材開発の理論と実践  2 春学期 工藤　嘉名子
国際日本専攻 530342 日本語教育実践研究２ 現職日本語教員のための日本語教育実習  2 秋学期 工藤, 伊東

2023年度
専攻 時間割コード 科目名 授業題目 単位数 開講学期 担当教員 備考

国際日本専攻 539007 日本語教育学研究１ 応用言語学における質的アプローチ  2 春学期 海野  多枝
国際日本専攻 539008 日本語教育学研究２ 学習者オートノミーと第二言語習得  2 秋学期 海野  多枝
国際日本専攻 539009 日本語教育学研究３ 構文・語彙の意味論  2 秋学期 鈴木  智美
国際日本専攻 530222 日本語教育学研究８ 日本語教育のための会話研究  2 秋学期 大津　友美
国際日本専攻 539011 日本語教育学研究５ 第二言語学習の心理１  2 春学期 阿部　新
国際日本専攻 539012 日本語教育学研究６ 第二言語学習の心理２  2 秋学期 阿部　新
国際日本専攻 530242 日本語教育学研究８ 第二言語習得理論とフィードバック研究  2 秋学期 伊東　克洋
国際日本専攻 530252 日本語教育学研究８ コーパスに基づく日本語教育研究  2 秋学期 伊集院　郁子
国際日本専攻 530261 日本語教育学研究９ 日本語リーディング・プロセス分析  2 春学期 鈴木　美加
国際日本専攻 530262 日本語教育学研究８ 日本語の言語要素の特徴とその処理プロセスの検討  2 秋学期 鈴木　美加
国際日本専攻 539013 日本語教育学研究７ 日本語音声の分析  2 秋学期 伊達　宏子
国際日本専攻 539010 日本語教育学研究４ 認知言語学  2 秋学期 荒川  洋平
国際日本専攻 530291 日本語教育学研究９ 多文化共生関連の研究読解  2 春学期 嶋原　耕一
国際日本専攻 530292 日本語教育学研究８ 会話のマルチモーダル分析入門  2 秋学期 嶋原　耕一
国際日本専攻 530301 日本語教育実践研究１ 実習Bーインターネット日本語教育実習  2 春学期 林 俊成
国際日本専攻 530302 日本語教育実践研究２ 実習C－海外日本語教育実習  2 冬学期 林 俊成
国際日本専攻 530311 日本語教育実践研究１ 日本語教育の実践に向けて  2 春学期 谷口  龍子
国際日本専攻 530312 日本語教育実践研究２ 実習C－日本語教育の実践  2 秋学期 谷口  龍子
国際日本専攻 530313 日本語教育実践研究２ 実習C－日本語教育の実践  2 冬学期 谷口  龍子
国際日本専攻 530321 日本語教育実践研究２ 日本語教育方法論  2 秋学期 伊東　克洋
国際日本専攻 530323 日本語教育実践研究２ 実習A－日本語教育実践研究  2 冬学期 伊東　克洋
国際日本専攻 530331 日本語教育実践研究１ 日本語教材開発の理論と実践  2 春学期 工藤　嘉名子
国際日本専攻 530342 日本語教育実践研究２ 現職日本語教員のための日本語教育実習  2 秋学期 工藤, 伊東

　　　　　　　　　＜2022年度および2023年度 日本語教育学領域単位修得証明対象科目一覧＞

単位の修得条件：国際日本専攻内に開設されている専攻科目のうち、以下の１）の科目から10単位以上、および２）の科目から2単位以上、合計12単位以上を修得すること。

１）「日本語教育学研究」（１あるいは２）、および「日本語教育実践研究」（１あるいは２、ただし講義題目が「実習」でないもの）

２）「日本語教育実践研究」（１あるい２、ただし講義題目に「実習」と記されているもの）　※黄色塗りつぶしとしている科目
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